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１．参加促進部会の設置目的 （2022年8月設置）

⚫ 開催地として、万博を一過性のイベントに終わらせることなく、万博のインパクトやレガシーを最大
限活かし、大阪の成長・発展につなげていくことが不可欠。

⚫ 万博開催までいよいよ1000日を切った中、課題は山積しているが、先延ばしすることなく、府市
の取組みを一気に加速させなければならない。各部局が有する機能をフル稼働させて、主体
的に取り組んでいくことが必要。

⚫ 万博の成功には、世界中から一人でも多くの方々が万博に参加できるよう、国内外から人材
や投資を呼び込む仕組みを作っておくことが重要。

⚫ 子どもから高齢者、障がい者、外国人、自治体、各種団体など、多様な方々が積極的に万博
へ参加できる枠組みを整備し、参加を促すことで、教育や福祉、府内各地域の都市魅力の
向上・発信、国際交流など各部局の所管する施策を推進する絶好の機会とし、大阪の持続
的な成長・発展につなげていく。

⚫ そこで、参加促進部会では、多様な方々の参加促進に向けて、大阪府・市関係部局が主体
的に取り組み、実現すべきものについて、課題への対応や事業化に向け、協議等を行うものと
する。
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■基本的な考え方

■参加促進部会の設置目的



２．これまでの議論の経過 （2022年度）

議事 主な議論、検討の概要

第１回部会
(2022.8.5開催)

・部会長の選出
・参加促進部会の
検討事項について

・部会長は万博推進局長。事務局は万博推進局 事業推進部 参加促進課が担当
・部会における検討項目と今後の進め方を確認。 ⇒各検討項目ごとに、関連する部局において、
課題の洗出し・課題への対応など協議等を進めていくことを確認

第２回部会
(2022.12.1開催)

・進捗報告・共有
・今後の部会の進
め方について

・各検討項目ごとの取組・検討状況（予算要求、議会でのやり取り等）の共有
・2025年に向けた各検討項目の目標を設定し、当該目標を達成するための手法や具体的な取
組みを推進するための「ロードマップ」を整理することを確認

第３回部会
(2023.3.27開催)

・中間とりまとめ ・これまでの議論の経過を取りまとめ、現時点における議論の到達点を確認
・2025年に向けたロードマップ（工程表）を整理

関連部局打合せ
（適宜開催）

・ボランティア ・博覧会協会とWGを開催（8月～3月計５回）し連携方策等を協議。東京オリパラ・大阪マラソ
ン・ラグビーW杯担当､大阪ボランティア協会､大阪公立大学､大阪大学など関係者ヒア実施

・大阪の子どもの
無料招待

・無料招待を実現するにあたっての課題を洗い出し。愛知博等の過去事例を調査。
・博覧会協会から入場券制度の検討状況等を確認。学校団体割引適用などについて協議・調整

・催事参加 ・博覧会協会による催事の検討状況等を確認。幅広い参加の実現に向けた協議･調整

・国際交流 ・内閣官房による国制度の検討状況等を確認。ホストタウン実施市町村等との意見交換。

・修学旅行など全
国からの誘客

・博覧会協会や文科省による全国の学校や旅行会社等への働きかけの状況等を確認。
・開催地元としての誘客促進に向けた検討を実施

関連部局打合せ
（適宜開催）

・ボランティア ・鉄道や観光事業者等とボランティア運営事業者の設置に向けた協議等を実施

・子ども無料招待 ・議会等での議論を踏まえ、無料招待の対象範囲や実施手法などについて検討

・催事参加 ・協会による参加条件等を踏まえ、府市庁内や府内市町村等へ催事参加の方向性等を共有

・国際交流 ・国制度の2024年度本格実施を見据え、幅広い参加の実現に向けた協議･調整

・全国からの誘客 ・開催地元としての誘客促進に向けた取組方策等を検討・実施
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３．現時点における議論の到達点 （2022年度）
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検討項目 現時点における議論の到達点

(１)ボランティア活動を通じた
万博への参加

➢ 博覧会協会と連携しながら、ボランティア事業を進めていくことを確認。
➢ 2023年3月から、ボランティア運営管理事業者の公募手続きを開始。
（来年度前半にボランティアセンターを立上げ予定）

(２)大阪の子どもたちの
万博会場への無料招待

➢ 無料招待の対象範囲や実施手法などの事業スキームの骨子案を作成中。
➢ 入場券の前売販売開始までに、事業スキームを公表できるよう、引き続き協議を継続。
➢ （年内には、入場券前売販売が開始する可能性）

(３)大阪の魅力発信に向けた
オール大阪による催事参加

➢ 博覧会協会による参加条件等を踏まえ、府及び府内市町村が連携した、オール大阪
による催事参加に向けた協議を実施中（テーマウィークも同様）
（博覧会協会による催事参加のスケジュール）

6月：催事の企画案概要の提出期限
秋頃：催事の企画書の提出期限

(４)障がい者や高齢者などの
催事参加

➢ 障がい者・高齢者関連団体へ催事参加の意向調査を実施
➢ 障がい者による催事参加をめざした事業費を確保し、実施に向け準備中

(５)万博を契機とした国際交流 ➢ 国の検討状況（～2023:モデル事業、2024～:本格実施）を引き続き注視しなが
ら、府内市町村等の幅広い参加に向けた検討を継続

(６)修学旅行など全国からの
誘客促進

➢ 国や博覧会協会における全国の学校や旅行会社等への働きかけの状況を踏まえ、開
催地元としての取組方策等を実施（周遊コンテンツの作成など）

⇒来年度以降の各検討項目ごとの取組内容は、工程表（ロードマップ）を参照



➢ 対象範囲及び実
施手法案の検討

◇子どもの無料招待の
対象範囲及び学校行
事も踏まえた、団体入
場や入場券個別配付
など、実施手法等を検
討。
※過去事例を調査
◇府と府内市町村との
役割分担について検
討（市町村による上
乗せ施策の有無な
ど）

➢ 博覧会協会との
協議

◇入場券制度
◇予約、見学ルートなど

➢ 実施スキームの決定
◇対象範囲及び実施手法
案を参加促進部会で取り
まとめ
◇入場券制度の確定後、
所要額を精査し、事業ス
キームを決定

➢ 来場に向けた詳細
な手法等について、
協会、学校等との調
整

◇予約方法・交通手段
(入場券販売開始後に
校外学習等の仮受付スタート)

◇昼食会場 など

➢ 来場に向けた手続き
等

【校外学習の場合】
◇協会WEBサイトを通
じた入場及びパビリオン
見学等の仮予約

【個別配付の場合】
◇無料入場券コードの
配付

➢ 子どもたちを万
博会場へ無料招
待

◇ 子どもたちが万博会
場で未来社会を
体験

４．2025年度にむけた工程表 (２)大阪の子どもたちの万博会場への無料招待

2022年度 2024年度 2025年度
（万博開催）

2023年度

大阪の持続的な発展の担い手の育成のため、大阪の子どもたちに万博会場で革新的な技術やサービスを
直に体験してもらい、将来に向けた夢と希望を感じてもらえるよう、万博会場への無料招待を実施。

➢ 予算要求
◇入場料相当額や実施に伴う関連経費などの予算要
求を実施（予算の計上時期や債務負担の有無につい
ては今後調整）

➢ 教育プログラム等を活用した事前学習
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参考：参加促進部会 構成メンバー（2023年3月末現在）

(１)ボランティア活動を通じた
万博への参加

[大阪府] 府民文化部、福祉部
[大阪市] 経済戦略局、福祉局、区役所（３）
大阪府市万博推進局

(２)大阪の子どもたちの
万博会場への無料招待

[大阪府] 教育庁、福祉部
[大阪市] 教育委員会事務局、こども青少年局、区役所（３）
大阪府市万博推進局

(３)大阪の魅力発信に向けた
オール大阪による催事参加

[大阪府] 総務部、政策企画部、府民文化部
[大阪市] 経済戦略局、区役所（３）
大阪府市万博推進局

(４)障がい者や高齢者などの
催事参加

[大阪府] 福祉部、府民文化部
[大阪市] 福祉局
大阪府市万博推進局

(５)万博を契機とした国際交流
[大阪府] 府民文化部、総務部
[大阪市] 経済戦略局、区役所（３）
大阪府市万博推進局

(６)修学旅行など全国からの
誘客促進

[大阪府]府民文化部
[大阪市]経済戦略局
大阪府市万博推進局


